
小樽商科大学 Barrel： 顔が見える活動で持続的運用を目指す

★特徴1：130名で2,383件
これは、北大（教員2000人）に換算すると…36,662件

京大（教員3000人）に換算すると…54,992件
東大（教員4000人）に換算すると…73,323件

★特徴2： 1年ちょっとで2,383件
H19.4検討開始 H19.11試験公開 H20.3正式公開

★特徴3：85%の教員の論文を掲載

★特徴4：成長し続けています！
★特徴5：教員と連携した広報

収録100件ごとのインタビュー

学会誌などは狭い世界で流通しているもの 
ですので，そういったものの間口が広くなると 
いうことについて有意義だと思います。
Google Scholarを使っていますが，大学が 
提供しているPDFファイルが見つかると図書 
館で文献複写を依頼して待たなくてすむので 
嬉しい。そういう意味でも Barrelは本当に手 
軽で便利だと思います。
また，アントレプレナーシップ専攻会議でされ 
たBarrelの説明を聞いて，感心しました。小 
樽商大にこんなチカラがあったのか，というこ 
とと，それから，ナレッジ・オフィサー（組織レ 
ベルで組織的知識創造を全体的にマネージ 
する役割を持つ）という言葉がありますが，ま 
さにBarrelチームが果たしている役割だと思 
います。学会，出版社への連絡，登録作業 
全般を行ってくれるのがとても助かります。
今後は，よりBarrelが活用されるよう，機能 
面が強化され，登録文献がもっと増えること 
を期待します。

ダウンロード数を通知してくれる 
システムがいいですね。自分の 
論文に多くの人が関心を持って 
くれていると思うと励みになりま 
すし・・。また、インターネットで 
簡単に検索でき、プリントアウト 
もできるのは大変助かります。 
外国にいてもすぐ論文を呼び出 
せるのですから、時代の先端を 
行っていますよね。
最近は学生でもインターネット 
で資料を検索する人が増えて 
いるので、Barrelに載せること 
で学生に読んでもらえる可能性 
も多くなりますし、授業で自分の 
論文をWeb上から手軽に紹介 
できるのも嬉しいですね！

Barrelに載せることで、自分の周りの同業者ばかりでな 
く、多くの人に読んでもらえる機会が増え、嬉しく思いま 
す。すぐに論文全文が入手できるのも嬉しいですね。
企業法学科の先生方の論文は『商学討究』に掲載され 
ることが多いのですが、『商学討究』という名前の紀要に 
法律の論文が 載っているとはなかなか思わないので、 
他大学の法学部にはほとんど所蔵されていないのでは 
ないでしょうか。私の母校もそうで、『商学討究』の論文 
を読むのに別の学部の資料室まで行かなくてはいけま 
せんでした。そこで、Barrelに収録された『商学討究』の 
法律学の論文を多くの人に読んでもらって、『商学 討 
究』が有名になるといいなと思います。

大変素晴らしい制度だと思います。正式公開後約４ヶ月で、800件も登 
録されたのは驚くべきことです。また、出版社との交渉等も図書館が全 
部引き受けてくれて、本当に感謝しています。雑誌論文だけではなく、編 
著本なども出版社の許可が下りれば掲載できるということですが、この 
種の著作物はなかなかアクセスしづらいものなので、公開してもらえると 
大変助かります。Web公開によって論文をコピーしたり収蔵する手間が 
省けますし、何より、いろいろな分野の研究者の論文を手軽に読むこと 

ができるのが便利ですね。

1200件目に当選する前にも、以前書いた論文をBarrelに登録してもらっていました 
が、私自身気づかなかった点を改めて感じました。例えば、JST（科学技術振興機 
構）のJ-stageで公開している論文をBarrelにも登録していることに関してですが、最 
初はファイルを図書館として独自に持つことに消極的な考えでした。しかし、ファイ 
ルを一箇所のサイトに置いておく場合、メンテナンス時間等利用できない時間帯が 
あるかもしれないし、管理組織が変わったり、システム障害などで突然閲覧できなく 
なることもないともいえませんので、ファイルを重複してもつことの意味があるので 
はないかと考えるようになりました。最近では、著者に冊子体の抜刷の代わりに電 
子抜刷を渡す学会等もあります。そういった媒体をBarrelにどこまで登録できるの 
かというと、著作権的なことをクリアしなくてはならないのでしょうね。
また、個人が電子的に多くの論文の現物を即時に取得できるようになったのは数年 
前からと思いますが、自分自身、読みたい論文をインターネットで検索していて発見 
できダウンロードできた喜びは大きかったものです。そういった意味でもBarrelのよ 
うなサイトは有意義であると考えますので、今後も発展していっていただきたいです。
Barrelは著作権の関係で全文を掲載できない論文があったりして、長所がわかりに 
くい点もあると思います。著者の原稿であれば掲載できるという出版社もあるようで 
すが、頁付が大幅に変わったり、編集者によって雑誌に掲載される際に修正された 
りいうこともあります。このように著者版と実際に雑誌に掲載されたものでは相違点 
がありますので、著者版をBarrelに掲載するのにためらいもあります。しかし、多く 
の場合は読者にもこれらの点は容易に理解できるので著者版が提供可能であるこ 
とはよいことだと思います。

先日、学外の某センターから連絡がありました。Barrelに登録された私 
の論文に興味があるので、ぜひセンターに寄贈して欲しいとの依頼でし 
た。このように、必要な文献や資料を、誰にでも提供できる形で公開する 
Barrelは非常に便利ですね。まったく予想外の出来事でしたが、社会貢 

献できて嬉しく思いました。
Barrelはいろいろなところを繋ぐリンクの役割を果たしていると思います。 
まずは研究者同士を繋ぐリンクです。私の場合、多くの先生方の研究分 
野は知っていても、その内容までは知りませんでした。この点、多くの先 
生方の本当の興味を知ることができるのはとても貴重なことです。将来 
的に、Barrel によって研究者同士の情報共有が進み、学際的な研究が 
促進されることになるのではないでしょうか。また、教員と学生とを繋ぐリ 
ンクとしての役割も挙げられます。恐らく、学生の立場では、ゼミの指導 
教員以外の先生の専門分野を知ることは難しいでしょう。その点、Barrel 
では、それぞれの先生の興味が完全に反映されます。専門用語が多く 
て難しいかもしれませんが、気になる先生の論文を読んでみるのもいい 
勉強になると思います。Barrelによって、先生と学生の距離がぐっと近く 
なりますし、私としても、学生が読んでくれると思うと研究へのモチベー 
ションが上がります。今後も、ますますの充実を期待しております！

中国では論文のweb公開がかなり進ん 
でいます。しかし、テキスト化されていな 
い画像のみのデータも多く、また大抵は 
ダウンロードに料金がかかります。
日本のweb公開は日進月歩しています 
が、中でもBarrelチームは少人数で頑 
張っていて素晴らしいですね（笑）。漢字 
ばかりで面倒な論文を迅速にデータ化 
してもらえて大変感謝しています。書き 
手としても心強い支援者を得て、大変励 
みになります。
Barrelは論文を発表する新たな場所とし 
て、紙媒体にまさる点も多く画期的な存 
在です。今後とも情報を蓄積し、安定し 
た維持、運営がなされるよう、がんばっ 
てもらいたいです。

Barrelのようなサイトは非常に便利だと思います。でも、他大学ではBarrelのようなサイトはまだあま 
り発達していないのでしょうか？自分の読みたいと思う論文はなかなか見つけられなくて・・・。あっ、 
見つかると図書館にコピーを取りに行かなくなるので運動不足になるかもしれませんね（笑）。また、 
他の先生もおっしゃっていましたが、ダウンロード件数を毎月、通知してくれるのは励みになります。

Barrelに対する意見というより、商大全体の業績管理システムに対する希望ですが、業績一覧を 
様々な形式で何回も提出しなくてはいけないので手間がかかります。例えば新しい業績ができたとき 
に、どこか１箇所に提出すると自動的に一括して管理していただけるようになるといいなと思います。
教員の数が少ないのに、すでに2200件も論文が集まっているというのはすごいですよね。

すばらしい企画だと思 
います。感心しました。 
社会に出て行って何か 
する社会貢献もありま 
すが、知的貢献という 
のかな、知の社会貢献 
として、意味のあるプ 
ログラムだと思います。 
学術情報の流通を促 
進する側面も画期的だ 
けれど、大学の発信力 
としても、Barrelは大き 
く貢献していますね。

今、日本で遅れていると思うことは、学術論文がインターネットで入 
手できるものが非常に少ないということです。英文系です と、大方 
の論文は本学でもエブスコ等ですぐ検索できます。韓国の方も 
WEBで検索できるようになりましたが、肝心の日本の論文が、日 
本に居ても図書館を通 して１週間待たなければ入手できないケー 
スが多いです。著作権とか、いろいろな問題が有るとは思いますけ 
ど、有名雑誌に載る前の編集・カットされていない手原稿、これが 
実は研究者にとって大事であり、そういっ たものがBarrelに沢山 
載っていると助かります。公共財産ですから、その辺はどんどん頑 
張っていただきたいと思います。

アクセス数、ダウンロー 
ド数の通知をしてくれる 
のがいいですね。私の 
研究はかなりマイナーな 
分野なのに、予想外に 
多くの人に読まれている 
ことに驚かされます。な 
により、たくさん読んでも 
らえると嬉しいですね！

海外の論文は電子ジャーナル 
で読めるものもありますが，国 
内の論文はやはりまだ紙媒体 
が多いですし，印刷などの手間 
がかかります。Barrelはいつで 
もどこでも，簡単に論文を閲覧 
できるので大変助かります。今 
後もどんどん論文を書いて登録 
してもらいたいと思っています。 
大いに応援しています！最後 
に一言。「がんばれ，バレル。ひ 
ろまれ，バレル。われらのバレ 
ル！」 （高頻度利用第１位記念 

インタビュー）

一部を紹介します

国立情報学研究所IRDBコンテンツ分析システムより、
小樽商科大学学術成果コレクション（Barrel）のコンテンツ増減（本文あり）グラフ

簡単に論文を手に入れ 
ることができるということ 
はとても重要なことだ。書 
物や文献がインターネッ 
トで公開されることがもっ 
と進んでほしいと思う。正 
直に言うと，最初，Barrel 
の話を聞いたときは，本 
が売れないこの時代にど 
うかなとちょっと思ったが， 
遠隔地にいても貧しくて 
も論文を読めるという「知 
識の平等性」が保障され 
てほしいと思うし，Barrel 
はそれに貢献すると思う。 
それから，Barrelは文献 
の整理という意味であり 
がたい。大量の資料の中 
で研究しており，自分の 
文献がどこにあるか分か 
らないことがあるので。

今の学生は情報入手 
が楽になったと思うが， 
もっと簡単に手に入るよ 
うにしておきたい。イン 
ターネットに頼りすぎる， 
情報がありすぎるという 
心配はあるが，いくら情 
報があっても理解する能 
力，モノを考えていく力が 
なければ意味がない。教 
育の意味はそこにあると 

思う。

100件目

500件目

世の中には物知りが多いので、 
厳しい指摘を受けるのではない 
かと恐れる面もあります。でも 
そのおかげで書くものにより責 
任 を持とうとするようにもなるで 
しょう。論文にたどり着くのが容 
易になるのは学問の進歩にとっ 
ていいことですし、この先、遡及 
的に過去の論文が増えてゆけ 
ば、かなり役立つようになると 
思います。また、世界中から検 
索できるので、インターネット翻 
訳がさらに進めば、学術の国際 
交流に大いに貢献できることで 

しょう。
Barrelに公開されるようになると読者を意識し 
て、書く方の姿勢に変化が生じることでしょう。 
独善的な論文は減るかも しれません（笑） 理 
系の分野ではネットによって迅速に最新の情 
報を手に入れられることが最大のメリットとなり 
ますが、文系では蓄積された古い資料にあた 
ることが重要なので、Barrelも、古いものをい 
かに遡及して載せられるかが問題でしょう。

自分が書いた論文が 
入手しやすく誰にでも 
読まれるようになるの 
は，とてもいいことです。 
Barrelは，まだ先が長 
い膨大な作業だと思い 
ますが，頑張ってくださ 

い。

ダウンロード数の多さに驚いています。ダウンロード数の詳細通知を 
見ると、同分野の研究者の所属する大学からダウンロードされている 
ことがしばしばあります。同じ研究をしている研究者に論文を読んでも 
らえるのは嬉しいことです。かつては、同じ研究をしている人の論文を 
読むために有料のデータベースを検索していたのですが、今は無料 
のGoogle Scholarを検索するだけでBarrelのようなリポジトリで公開 
されている論文を読むことができるようになって便利になりました。

論文というのは自己満足で書くものではないので、研究業績として公表した文献につ 
いて、Barrelのようなコレクションで公開していくのは当然のことだと思います。昔書い 
た論文は公開することにためらいがあるという意見もあると聞きましたが、その研究者 
の成長の過程を公開することにもなりますので、有意義なことだと思います。私の書 
いた論文については、せっかく書いたんだから、Barrelで公表してもらいたいです。

学長

つくるというか準備をしていただく人が大 
変なのではないかとすごく感じます。 

Barrelに実際に論文を組み込む作業とい 
うのは大変だと思いますが、Barrelに掲 
載されたお陰で多くの人に目を通してもら 
うきっかけとなるので、ありがたいことだと 

思います。
Barrelが出来た当初はどういうふうにな 

るのか見当もつかなかったのですが、実 
際に多くの人にアクセスしてもらえるとい 
うことが分かり、Barrelにまとめたことが 
意味があったのではないかと実感します。
雑誌に載った論文を出版社としてBarrel 
に掲載を許していないものがありますの 
で、書いた論文全てをBarrelに掲載する 
のは難しいですが、できる範囲で、できる 
だけ多くの人に公開していくというのはと 
てもよいことだと思います。今は、雑誌と 
か本が売れなくなってきているところがあ 
りますし、出版社との協力関係が求めら 
れているのではないでしょうか。（ダウン 
ロード件数が10万件目記念インタビュー）

こんなにアクセスされるとは初め 
思わなかった。誰も読まないと思 
いました。毎月ダウンロードされ 
ているので驚きました。思った以 
上にインパクトがあるようですね。

1,500件目まずは、大変すばらしいことだと思います！私が研究 
する上で必要なのは、ほとんどアメリカの文献です。 
アメリカで出版された本や学術雑誌は日本に居ても手 
に入りますが、民間の研究機関が出している報告書 
などは、著者とタイトルしか公開していないものも多く、 
実際に現地へ赴き研究機関を訪問しなくては手に入 
りません。実際、2度ほどワシントンへ行って文献をも 
らってきましたが、アメリカまで行くのは非常に大変で 
す。それを思うと、研究室に居ながらにして文献が手 
に入る、Barrelのような手段があるのは本当に素晴ら 
しいことだと思います。今後、もっと多くの機関でこの 
ようなシステムを取り入れてくれれば、大いに助かる 
ことでしょうね！

この論文を書いた頃は、図書 
館で一つ一つ地道に論文を探 
してコピーしては読んでいまし 
た。研究は論文を読まないと 
始まらないですから。今は、イ 
ンターネットで論文が検索でき 
るので、格段に便利になりまし 
た。 自分の論文をいちいちコ 
ピーして学生に渡すのは大変 
なので、Barrelを指定して読む 
よう指導する、という使い方も 
できますね。ぜひ積極的に利 
用していただきたいと思います。

古い文献やマイナー 
な文献がオンライン化 
されることは、とても 
意義があります。

この論文に関しては、既に 
筑波大学の同種コレクション 
に掲載され、検索・閲覧がで 
きるようになっています。今 
回Barrelでも掲載され、学内 
から見やすくなりました。

1,000件目

2,000件目
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